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{老化・性差}

161.運動トレ…ニングが加鈴!こ伴う大動脈および

上競動脈の業軟性低下!こ及iます彩饗

一大;学村綾麟づくりプロジェクト (11)-
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{密約〕継続的運動が，方n齢に伴つ動緩粂軟性の低下を抑制でき
るか溶かを拶中謀議革者で検援することである。

{方法〕対象はき 1996"" 1997年に持った横断ffJR調査に参加した
44 -.. 79綾の男女指名(平均年齢65.7:を7.1議}であったむメ

デイカルチェックの結果，毅IR泉観化性疾患(高血!弘務総Ji立銭，
糖尿婦など)を持つ者が17名含まれていたc1盟加に負荷を与え
て，持久的トレーニング{エアロパイク，ステップエクサザイ

ズなど)とレジスタンストレーニング{ダンベル，ウェイトト

レ}ニングマシ~ンなど)を t 1997年11Jiより. 11話約90分，

遇2邸の鎖度で6ヶ月鱒継続したむ動紙柔軟性の評j誌には大動総
数波迷度指数(APwvI)と動採幾血管関口伝矯迷皮 (ov)をfお
い，安静時め卑底的BP，DBP)および心始数 (HR)の滅5誌を

行った。また， トレーニング前後に自転車工Jレゴメ}ターをiお

いて推定綾大様繁摂取量 (V02max)の沸j定も行った。

[繕巣および考書1]6ヶ月間におけるトレーニングの平均箆!数は，

男性:45.0土10.7留 (Mean土SD)，女性44.0土12.0rmであったa
トレーニング後，第女とも SBPの有意な抵下が見られた{男性

14O.0::t 5.6mmHg吋 123.4念、3.1mmHg;女性126.2土4.1mmHg→

117.4ごと3.2mmHg，Meanゴ士SE，Pく0.01入…方， DBPIま努牲の

み宥撃な紙下が晃られた (83.9土2.2nunHgザ 77.7~1: 1.3mrnHg， 
Pく0.05人V02m蹴は男女とも上昇したが苓惹:ではなかった(努
性2207.5土105.0ml叫 2330.8土107.5ml;女性1517.5土51Aml→

1574.0土47.9ml，Mωn土SE)"OVおよびAPWVIIま平均僚では

有3奪還は認められないものの，女-投では改議する鰭i均が示され
た (努性:OVO.50:七、な04m/sec→ 0.48こ士O.04m/sec，APWVI8.6 

土0.3m/sec→ 8.4土O.2m/sec;女11:0.48土O.03m!sec→弘54支
O.03m/sec， APWV11.9::とO.2m/sec-"7.7二七O.2m/sec，MeanことSE)o
ovおよびAPWVIは，加齢および動紙硬化性疾患の影響を強く
受けるが， トレ}ニング前の穣は， V02m献を除いて畿新瀦ぎを

のデータを用いたためe実際の議.U定問鱗iこは最大2:lsの関さが

あり，そのことがOVおよびAPWVI~こ対する遂動の勢巣を滅弱
化した可能性も溶定できない。しかし，儲gUに観察すると，労
性にも女性iこも関者の攻撃事例jが認められた沿動援護さの弾性惑は.

主として中犠を議議する線維議自によって規定されるが，生体

内では中駿平滑筋のト…ヌスもまた弾?主導3の鏡定邸子である。

したがって，改護側において短期間に生じた動総柔軟性の変化

は，運動トレ}ニングにより感l管のトーヌスが低下したことに

結協する可能性が考えられた。

{結論}中高年者においても，比較的低強度・鐙慰問の選議ト

レーニングにより動紙梁軟性の改繋が期待できる可能性が示唆

さ1tた。
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